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Ⅰ．はじめに
日本の在留外国人１）数は200万人を超え，2017年６月
末時点では247万人強であり（法務省，在留外国人統計），
総人口に占める割合は1.9％と過去最高となった２）。
なかでもブラジル出身者は1980年代の日本の労働力不
足を背景として，1990年の入国管理法改正による在留資
格変更以降，右肩上がりにその数が増加し，2008年には
最高の約31万人であった２）。その特徴は，多くが親や親
族に日本人移民を持つ「日系」であり，「デカセギ」と
して来日後，工業地帯に集住し，家族を日本に呼び寄せ
ることから家族での在留者が多いことである。その結
果，14歳以下の外国人登録者数が他国出身者より多く，
ピーク時の2008年頃には約５万人のブラジル出身児童が
在留していた（在留外国人統計）２）。
在日ブラジル人児童は，1990年以降その数が急速に増
加したことから，特に言語運用に係る日本の学校や行政
関係の受け入れ準備が追いつかず，教育提供が不十分で
あった３），４）。2005－2006年に，文科省がブラジルを含
む南米出身者集住地域にて実施した調査では不就学率は
1.1％であり，不就学の主な理由は，学校に行くお金が
無い，日本語がわからない，すぐに帰国予定そして母国
の学校との生活や習慣の相違等であった５）。これを受け
て文科省は公立学校への外国人児童の受け入れ促進を進
め，2009年にはブラジル人等の児童の就学支援策を実施
した６）。以降，不就学に関する公的調査は行われていな
いが，学校での生活や習慣等の文化が異なるなど在日ブ
ラジル人児童の日本での生活は多文化・異文化での暮ら
しでもある。加えて，在日ブラジル人には雇用や収入が
不安定という経済的困難がある７）。その結果，在日ブラ
ジル人とその子ども達は心身ともに健康上のハイリスク
状態にあり８），９），不登校等の不適応例の報告もある10）。
移住はメンタルヘルスの危険因子であり11），12），児童期
のストレス状況が後の行動に影響する13）ことから，在
日ブラジル人児童のメンタルヘルス支援は必須である。
危険因子の暴露下にあっても不適応に至らないための
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研究目的：日本においてもグローバリゼーションが進み，在日外国人数は増加の一途をたどり，中でも在日ブラジル人児童
は，言語や文化の差異，親の経済状況等によって，メンタルヘルス上のハイリスク状況にあり，不登校等の社会的不適応を
示していることが報告されている。そこで，本研究においては同児童へのメンタルヘルス支援の示唆を得ることを目標と
し，在日ブラジル人児童のレジリエンスに関連する保護因子として，その心理的特性および言語運用状況について明らかに
することを目的とした。
研究方法：便宜的サンプリングにより，日本に居住する児童であり，自身あるいは親がブラジル出身である11～16歳の者を
対象として，個別の半構造化面接を用いて，生活状況，レジリエンスに関連する個人の心理的特性および言語運用状況に
ついて聴取した。聴取内容について内容分析を用いて，構成内容を析出し，概念を抽出・図式化した。データ収集期間は，
2011年３月～同年６月であった。
結果：既存のレジリエンスに関連する因子内容に加え，将来への希望の無さ，定まらない将来への備え，合理的対処，多言
語の操作的使用が結果として得られた。
考察：既存の研究において報告されていないこれらの特性は，移民として暮らしている在日ブラジル人児童のレジリエンス
の特徴であると捉えられた。またレジリエンス関連因子は，文脈や状況に依拠するため，在日ブラジル人児童へのメンタル
ヘルス支援についても文化的背景等を考慮した上で，詳細な定性的かつ縦断的アセスメントの上に行うことが必要であると
の示唆を得た。
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方策の一つとしてレジリエンス resilienceへのアプローチ
があり，このレジリエンスとは逆境や困難な状況に暴露
されてもダメージが少なく，うまく適応することとその
能力，そしてプロセスである14）～18）。ストレス─脆弱性
モデル19）が個人の持つ脆弱性や環境の危険因子等の惹
起要因を焦点としたのに対し，レジリエンスは肯定的か
つ予防的観点を含む。レジリエンスに関連するものとし
て，危険因子や逆境への暴露によるダメージを減ずる防
御的役割を果たす保護因子がある。この保護因子には，
内的因子である個人の生物学的・心理的特性，そして外
的因子である家族や環境等があり，各因子について当事
者がその存在を知り，支援あるいは資源として認識でき
ているかどうかが重要である20）～22）。個人の心理的特性
については，逆境に遭いながらも精神障害を呈すること
なく社会適応を示した児童・成人の心理的特性14）～16）と，
類似概念である心理的頑健さ23）より説明される。その一
つである精神医学領域で汎用されるレジリエンス尺度24）
では，個人の特性として，自己の個人的な能力・高い基
準・粘り強さについての理解，直感を信じて行動する，
ストレスに強い，変化を肯定的に受容する，自己制御な
どの５つが提示された。日本でも同様にレジリエンスに
関連する心理的特性の測定尺度が作成され25），新奇性追
求，感情調整，肯定的な未来志向の３因子より構成され
ている。さらに，移民のレジリエンスとしては，心理的
特性の他，社会的凝集性や言語の習得運用状況も因子で
あるとされる12）。
在日ブラジル人児童のレジリエンスについては前述の
尺度25）を用い，日本人児童との定量的な比較が行われ
たが26），27），両群間での明確な差異は見られなかった。
しかしながら，このように在日ブラジル人児童のレジ
リエンスに関して定量的な報告はあるものの，定性的に
は明らかにされていない。ストレスおよびレジリエンス
は個人の認識や環境に依拠するため，社会文化的文脈等
の影響を受けることは必然であり，レジリエンスを定性
的に明らかにすることが具体的な支援策策定に資する。
そこで，本研究においては，在日ブラジル人児童のレジ
リエンスについてその内容を明らかにし，メンタルヘル
ス支援方策の基礎資料とすることを目的とする。
Ⅱ．研究目的
在日ブラジル人児童のレジリエンスの内容を定性的に
記述し，メンタルヘルス支援法策定の基礎資料とする。
なお，本研究においては以下の通り，用語を定義する。
「在日ブラジル人児童」とは，日本に居住する児童で
あり，日本国籍を有していたとしても自身あるいは親が
ブラジル出身である11～16歳の者とする。
「レジリエンス」とは，逆境あるいは日常生活の困難
下にて，精神的なダメージを受けながらも，健康な状態
に戻り社会生活に適応できるという能力とその過程，さ
らにその過程に関連する保護的因子も含むものとする。
本研究報告においては，この保護的因子として，当事者
自身が認識する内的因子である個人特性のうち，心理的
特性および言語習得運用状況に焦点を当てる。
Ⅲ．研究方法
１．研究デザイン
質的記述的研究デザインである。
２．対象の選定
１）サンプリング
合目的かつ便宜的に，関東圏のブラジル人集住地域に
おいて，在日ブラジル人児童のための有償の日本語・ポ
ルトガル語教室および学習支援サービスを利用している
児童とした。
２）選定基準
11歳から16歳の年齢であり，ブラジル国籍・日本国籍
あるいは二重国籍にかかわらず，自身がブラジル出身，
あるいはブラジルでの生活経験がある，親がブラジル出
身者のいずれかに当てはまり，適応障害を呈しておら
ず，日本語による意思疎通が可能であり，本人および保
護者の研究参加への同意が得られた者とした。
３）除外基準
身体的に疾病あるいは障害があり，本研究参加が体力
の過度の消耗につながる状況にある児童は除外とした。
３．データ収集項目とその方法
個別の半構造化面接を一児童あたり２回行い，生活状
況，レジリエンスに関連する個人の心理的特性および言
語習得運用状況について聴取した。具体的には，心理的
特性については，将来の希望とそのための行動，プロセ
スとしてのレジリエンスについて捉えるために逆境であ
る問題や困難発生時の行動・解決のための方法および実
際のプロセス，そして言語習得運用状況については言語
の習得や使用の状況等を収集した。１回の面接は40－60
分程度であった。
さらに，人口学的属性および言語運用能力４技能（話
す，聞く，読む，書く）の主観的評価等について，日本
語・ポルトガル語併記の質問紙を用いて収集した。
データ収集期間は2011年３月～同年６月であった。
４．分析方法
面接で得られた内容は逐語録とし，内容分析28），29）を
用いて定性的かつ帰納的に分析を行った。一設問の回答
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を文脈単位として，一単位一意味となるように文節を記
録単位とした。個々の記録単位について，意味内容の類
似性に基づき分類および命名し，レジリエンスの構成内
容をカテゴリとして析出した。そしてカテゴリより，心
理的特性ならびに言語習得運用状況それぞれの概念を抽
出した。人口学的属性等については記述統計を用いた。
５．倫理的配慮
本研究実施にあたっては，研究参加ならび途中辞退に
ついての任意性ならびに不参加の場合でも不利益が無い
ことを口頭および文書にて日本語・ポルトガル語併用に
より，必要に応じ通訳を介し，研究参加候補者およびそ
の保護者に説明し，同意を得た。なお自治医科大学疫学
研究倫理審査委員会の承認を得て実施した（受付番号：
第疫10－47号）。
Ⅳ．結　果
１．対　象
１）人口学的属性
対象者は10名であり，全員が該当地域の公立小・中・
高等学校の普通学級に通っていた。うち２名は東日本大
震災後に母国に帰国し，１回の面接となった。対象者の
人口学的属性および同居家族等を表１に示す。10名のう
ち男性７名，年齢の中央値は13歳（範囲11～16），出生
国は日本・ブラジル各５名，滞日年数は不明の１名を除
き中央値12年（範囲４～13），ブラジル滞在期間は中央
値２年（範囲３ヶ月程度～11年）であった。ブラジル出
身者の来日時年齢は２～11歳であり，うち１名は家族で
欧州に居住していたことがあった。
２）言語運用能力４技能
対象者自らが日本語・ポルトガル語各言語の４技能に
ついて，「０点：できない」～「３点：よくできる」の
範囲で評価した結果を表２に示す。全体的にはポルトガ
ル語運用能力の方が日本語よりも低かった。両親との会
話の言語は日本語のみあるいはポルトガル語のみ各２
名，日本語とポルトガル語の両言語が６名であった。１
名の男児は，母とは日本語，父とはポルトガル語で話す
というように使い分けていた。
２．レジリエンスの内容
レジリエンスの内容として，心理的特性については20
のカテゴリと15の概念が，言語の習得運用状況について
は１つのカテゴリと１つの概念が析出された。以下，カ
テゴリ【　】，サブカテゴリを〈　〉，カテゴリから抽出
された概念を『　』にて表記する。それぞれの構成内容
および構造を表３に示す。
１）個人の心理的特性としてのレジリエンス
各カテゴリについて，具体的内容を述べる。【将来の
希望と実現に向けて努力する】は将来の職業に向け勉強
する，オーディションを受ける等であり，【定まらない
将来に向けて備える】は将来何になりたい等の希望が無
い〈将来の希望や見通しを持たない〉，日本に家も建て
たが〈将来はどこに住むかわからない〉，〈人生はそんな
に甘くない〉，漫画家という夢があるが失敗した時のた
めに勉強する〈将来の夢はあっても失敗に備える〉等で
あった。【誇れることがある】は，自分の握力が一番強
い等の秀でていることや得意なことであり，【やればで
きる】は剣道を続けていたら強くなったということで
表１　対象者の人口学的属性と家族および住居の概要
性別　  （％） 年齢中央値（範囲） 出生国　　 ｎ（％） 滞在期間
日本
中央値（範囲）
滞在期間
ブラジル
中央値（範囲）
同居家族　　　　ｎ（％）
男　７（70）
女　３（30）
13（11～16） 日本　　　５（50）
ブラジル　５（50）
12年（４～13）
不明　１名
２年（３ヶ月～11年）
不明　１名
親　　　　　　　３（30）
親と同胞　　　　６（60）
親と同胞と祖父　１（10）
表２　対象者の言語の運用状況
４技能についての自己評価　中央値（範囲）
（０：できない ,  １：少しできる ,　２：普通 , 　３：よくできる）
両親との会話の言語　
n（％）
話す 聞く 読む 書く 合計 日本語　　　　２（20）
ポルトガル語　２（20）
両言語　　　　６（60）
＊父にはポルトガル語 ,
母には日本語という
場合もあり
（12点満点）
日本語
ポルトガル語
２（２～３）
２（０～３）
２（２～３）
２（０～３）
２   （１～３）
1.5（０～３）
２   （１～３）
1.5（０～３）
８   （６～12）
6.5（０～12）
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表３　レジリエンスの内容のカテゴリおよびサブカテゴリと概念
『概念』 【カテゴリ】 〈サブカテゴリ〉
個人の心理的特性
将来の希望に向けた努力 将来の希望と実現に向けて努力する 将来の希望や見通しがある
将来の希望に向けての努力
きっといいことがあるようにと思ってがんばる
定まらない将来に向けて備える 将来の希望や見通しをもたない
将来はどこに住むのかもわからない
人生はそんなに甘くないし失敗するかもしれない
将来の夢はあっても失敗に備える
自己信頼・効力感 誇れることがある 秀でていることがある
特技や得意なことがある
やればできる やればできるようになる
自己鍛錬 自己を鍛えて磨く 趣味やクラブ活動をやっている
がんばってやっていることがある
とことんやる
よくなりたいという向上心
自分にできることをする 自分にできることをする
自己の弱点を補強する 苦手なことやできないことがある
苦手なことやできないことをなんとかしようとする
自律 自分のことは自分でする 自分達のことは自分達で決めたい
自分でなんとかやりくりする
嫌なことははっきりと言う
興味 いろいろなことに興味を持つ 色々なことへの興味がある
挑戦 困難に挑戦する 難しい技に挑戦し究める
負けず嫌い
果敢 他者が躊躇することを率先してする 誰もやらない役を買って出る
駄目なことは駄目と言う
新規・変化の肯定的意味づけ 新しい物事や変化を肯定的に捉える 新しい状況で物事が良くなる
部活が合わなかったら変えてみる
合理的対処 手っ取り早く効率的に対処する 手っ取り早くお金をかけず一石二鳥
楽観的 なんとかなるから悩まない なんとかなる
あっけらかん
困らないし悩みもない
肯定的感情への希求 面白いこと楽しいことをする 「すごい」って思うことがある
「楽しい」ことがたくさんある
誰かと笑いあうのはおもしろい
「おもしろい」ことがある・する
「嬉しい」ことがある
否定的感情への対処 ストレスがたまらないようにする 親友とあえて離れる
悪口を言ったり音楽を聴いたりしてすっきりする
音楽を聴いて落ち着く
レジリエンス 逆境を糧に強くなる やられたらやりかえす
いじめやけんかを糧に強くなる
支援者の存在・支援希求 いざという時に頼れる人がいる 困った時に頼る人がいる
自分の気持ちをわかってくれる人がいる
他者への肯定的態度・支援提供 他者のいいところを見る 他者への興味・関心がある
人のいいところを見てほめる
世話を焼く 困っている人や好きな人の世話を焼く
ペットの世話をする
個人の言語習得運用状況
多言語の操作的使用 多言語を使い分ける 家族や友達と日本語やポルトガル語でしゃべる
日本語，英語，ポルトガル語，スペイン語が話せる
ポルトガル語や日本語を勉強している
相手や場所によって言語を使い分ける
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あった。【自己を鍛えて磨く】は，サッカー，水泳等の
クラブ活動への参加，算数をがんばってやっている，数
時間連続でゲームをやるのは「うまくなりたいからしょ
うがない」等であった。【自分にできることをする】は
勉強が苦手だからスポーツをやっている等であった。
【自己の弱点を補強する】は数学が全然できない，日本
語がわからない等の自己のできないこと・苦手な事物の
認識と，日本語教室に行く，塾に行って苦手科目を勉強
する〈苦手なことやできないことをなんとかしようとす
る〉ことであった。【自分のことは自分でする】は，お
小遣いが足りないがなんとかやりくりする，サッカーの
練習までに計画的に宿題をする，自分が嫌なことははっ
きり嫌と言うなどであった。【いろいろなことに興味を
もつ】は，サッカー，水泳，空手等様々な事物への興味
であった。【困難に挑戦する】は，スノーボードで無理
と言われた坂を敢えて滑り降りる，亀を飼っているが後
から飼い始めた友人の亀の方が大きくなって悔しいとい
う〈負けず嫌い〉等であった。【他者が躊躇することを
率先してする】とは，ある会において誰もやらないから
書記役を買って出る，学校の廊下を走る他児を注意する
などであった。【新しい物事や変化を肯定的に捉える】
は，中学でいじめられていたが新学年となりクラス替え
があっていじめがなくなり友達ができた，部活がおもし
ろくなかったら変えてみるなどであった。【手っ取り早
く効率的に対処する】は，駅から自宅まで15kmだが早
く帰れるしお金もかからないので自転車で帰る等であっ
た。【なんとかなるから悩まない】は，学校に遅刻を数
十回しているがなんとかなる，勉強してないので勉強の
事では困らない等であった。【面白いこと楽しいことを
する】とは，友達とお店に行ってめがねをかけたり帽子
をかぶったりして面白いことをする，「修学旅行は超楽
しかった」など，「嬉しい」「楽しい」といった肯定的な
感情や体験であった。【ストレスがたまらないようにす
る】は，親友と敢えて離れる時間を作る，ストレスが溜
まったら音楽を聴く等であった。【逆境を糧に強くなる】
は，学校で意地悪をされていたが，家族からの助言で
〈やられたらやりかえす〉ようにしたところ，いじめら
れなくなり自身でも〈いじめやけんかを糧に強くなる〉
と認識したこと等であった。【いざという時に頼れる人
がいる】は，いじめられている時はブラジル人の友人に
相談した，困った時は兄に相談する，母親がつらい気持
ちをわかってくれる等であった。【他者のいいところを
見る】は，話さなかった人と話せるようになって良かっ
た等の〈他者への興味・関心がある〉，部活動の仲間の
兄弟の性格をほめる，飼育している亀の大きさでは追い
越されたが「けど，字はめっちゃきれい」と友人をほめ
る等であった。そして，東日本大震災の避難所に家族ぐ
るみでボランティアに行った，友達や家族に手料理を食
べさせたい等の【世話を焼く】というカテゴリが得られ
た。
２）言語の習得運用状況
【多言語を使い分ける】は，〈家族や友達と日本語や
ポルトガル語でしゃべる〉というバイリンガルである
こと，ブラジルの学校での必修科目であったことから
〈日・英・ポルトガル・スペイン語が話せる〉等から構
成された。ポルトガル語が話せるが，「ポルトガル語
しゃべれるけど，学校でしゃべると，『しゃべって』と
しつこいからしゃべらない」ことや，日本語ができない
父親に対して罵りたい時にあえてわからないように日本
語で悪口を言うなどの〈相手や場所によって言語を使い
分ける〉等もあった。
３）レジリエンスの構成要素としての概念
心理的特性の20のカテゴリと，言語運用の１つのカテ
ゴリより，それぞれ15と１の計16の概念が抽出された
（表３）。以下，各概念について述べる。『将来の希望に
向けた努力』は将来の希望の有無とそれに向けた努力・
行動を含み，『自己信頼・効力感』は自負ややればでき
るという効力感，『自己鍛錬』は趣味やクラブ活動を行
うなどの研鑽，努力，できることをする，ゲームであろ
うと部活であろうと〈とことんやる〉ことで究める，さ
らに〈よくなりたい〉という向上心，そのために自らの
弱点を認知し【自己の弱点を補強する】ことであった。
『自律』は〈嫌なことははっきりと言う〉，自分で決めて
自分でやりくりするなどを含む。『興味』は多様な興味
の存在，『挑戦』は自ら困難な技に挑み，『果敢』は【他
者が躊躇することを率先してやる】である。『新規・変
化の肯定的意味づけ』は新しいことや変化について肯定
的に捉えること，『合理的対処』は手っ取り早く，一石
二鳥といった一つのことで二つ以上の問題解決・利益と
なる対処である。『楽観的』は【なんとかなるから悩ま
ない】という態度，『肯定的感情への希求』は意図的に
楽しいこと・面白いことを行う等，『否定的感情への対
処』は否定的感情の生成の機会を意図的に減じかつスト
レスを処理すること，『レジリエンス』はまさに【逆境
を糧に強くなる】というアウトカムとプロセスを含んだ
レジリエンスそのものであった。『支援者の存在・支援
希求』は，いざという時の支援者の存在の認知と，支援
を要請する支援希求行動を含む。『他者への肯定的態度・
支援提供』は，他者への関心，他者の長所の探索と着
目，困っている人々や重要他者に対し【世話を焼く】と
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いうカテゴリより抽出された。言語習得運用状況につい
ては『多言語の操作的使用』という概念が場面選択的に
意図的に【多言語を使い分ける】というカテゴリより抽
出された。
Ⅴ．考　察
１）レジリエンスに関連する個人の心理的特性
本研究においては，レジリエンスに関連する個人の心
理的特性が明らかとなり，その多くが欧米や日本におい
て行われた既存研究14）～17），25）の結果と類似していたが，
加えて，将来への希望を持たない，定まらない将来への
備え，合理的対処，他者への肯定的態度が，在日ブラジ
ル人児童のレジリエンスの特性として得られた。
特に，「希望に向けた努力」という概念において将来
の希望と明るい未来があり，その実現に向けて努力を行
うという既存研究24），25）と類似の結果に加え，対極であ
る，希望は持たず将来の見通しも無くあまくない未来や
失敗に備えるとの結果が得られ，両価的であった。本研
究対象は将来の住む場所が定まっておらず，また来日時
のブラジル人労働者の調査では定住予定者は2.3％，そ
の他は未定など４）滞在予定期間が不明であり，さらに日
本国内での転居もあることから26），27），在日ブラジル人児
童の将来の居住国・地を含めた見通しは定まらない状況
にあると言える。これは児童の移民のメンタルヘルス関
連要因とされる移住途上の将来の不確かさ30）と同様で
あった。しかし，在日ブラジル人児童は，あえて，「将
来というのは定まらないものである」という見通しを予
測的に持っており，このことがレジリエンスにつながる
と考えられた。こうした定まらない将来という文脈での
「将来の希望を持たない」という特性は防御的であると
理解できる。なぜならば，移住後のメンタルヘルスの保
護的因子として，自己評価 self-esteemが低いこと12），31），
同時に危険因子としては，高い願望，低い目標達成が報
告されている12）。「こうなりたい」という高い願望を持
ち，それが達成されない場合のギャップが精神障害につ
ながるとされている。つまり，移住後は低い自己評価の
もと，高い願望を持たない方が適応が良いということで
ある。なお，自己評価については，尺度上は在日ブラジ
ル人児童─日本人児童の比較では有意差は認められてお
らず26），27），在日ブラジル人児童や移民の自己評価が病
的に低いのではなく，個々人の自己評価基準が，言わば
高望みとならないように，相対的に低く設定されている
ものと推測された。
これらのことから，在日ブラジル人児童は，レジリエ
ンスとして，定まらない将来を見据え，あえて将来の希
望を持たず，今できることを堅実に行うといった特徴を
有していると考えられた。合理的対処は，この「今，で
きることを行う」という特性と経済的事情等を背景とす
る問題解決に向けた特徴的な対処である。他者への肯定
的態度は，家族ぐるみでの助け合いといった互恵的な相
互支援の基盤となる対人関係的特性である。前述のよう
に在日ブラジル人は集住するという特徴があり，つま
り，移民のレジリエンスである社会的凝集性12）を有し
ているが，重要な社会資源でもある在日ブラジル人同士
の相互支援の根幹にこの他者への肯定的態度が関連する
と考えられた。
２）レジリエンスとしての個人の言語習得運用状況
本研究結果においては，在日ブラジル人児童は，２か
ら４言語を運用することができ，これらの多言語を操る
という非常に高い能力を有していた者もおり，この言語
習得運用能力は文化適応にもつながっている12），17）。し
かしポルトガル語を話せることが却っていじめの原因と
なるという，本来はレジリエンスであるのに危険因子と
なるような環境にあった。また，近年ではバイリンガル
に相対して，２言語とも十分に習得運用できないダブ
ル・リミテッドの状況にある外国人児童の事例が多々報
告されており32），今後は，母語を教育や生活上において
安心して使用できるような制度や環境の創出が必要であ
る。
３）在日ブラジル人児童のレジリエンスに関連する個人
特性の構成概念図
構成概念をマッピングし，仮説としての概念図を図１
に示す。
図１　在日ブラジル人児童のレジリエンスの構成概念図
将来
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抽出された計16の概念を，内容の近接性および関連に
基づいて配置した結果，将来（時間軸），自己，他者と
いった３つに大別された。交わりの部分は複数の領域に
またがる。自己と他者との相互作用があり，そして自己
は将来へと向かって，希望の有無にかかわらず，今でき
ることの努力を行う。本研究においては，前述の「将来
の希望なし⇔希望あり」の他，「変化・新規⇔とことん」，
「否定的感情⇔肯定的感情」，「支援希求⇔支援提供」の
計４組の対極あるいは鏡像関係にある概念が明らかと
なった。社会生活や発達生態学等のシステムに鑑みる
と，これらは有無といった二項的なものではなく，スペ
クトル様に動くことで調整され，その結果として適応に
至ると考えられる。先の自己評価のように因子は文脈に
よってレジリエンス関連因子にもリスク因子にもなる。
Rutterらも同様に因子の文脈や場面，そして時間経過へ
の依拠性について言及している33）。このことから，心理
的特性のみの横断的な計測だけでは十分ではなく，社会
文化的背景を考慮した文脈を包含する縦断的研究が，特
に移民のレジリエンスに関する研究では必要であると言
える。
４）在日ブラジル人児童のレジリエンスを考慮したメン
タルヘルス支援への示唆
これまでの結果および考察より，在日ブラジル人児童
および家族へのメンタルヘルス支援として次のような示
唆を得た。社会文化的背景や文脈の上で，危険因子やレ
ジリエンス，そして実際の行動等についてアセスメント
と支援を行うことが必要である。文化・言語的に安寧な
環境の提供は必須である。さらに児童とその家族の定
住・移住の意向と滞日スパンに合わせた支援を行うこ
と，個々の児童については将来の希望や見通しが持てず
とも，今できることを堅実に行うことの勧奨や資源を提
供し，自己効力感や自己肯定感等の認識を促すことが必
要である。また，児童とその家族に対し問題解決支援を
行うことと，その問題を解決し乗り越えたプロセスを当
人達に伝達し，当人達が自身のレジリエンスとして認識
することが重要である。
Ⅵ．結　論
在日ブラジル人児童のレジリエンスに関連する保護因
子として個人の心理的特性および言語習得運用状況につ
いて定性的に明らかにした。既存のレジリエンスに関連
する因子内容に加え，将来への希望を持たない，定まら
ない将来への備え，合理的対処，他者への肯定的態度，
多言語の操作的使用が結果として得られた。これらは移
民として暮らしている在日ブラジル人児童の特徴である
と捉えられた。しかし，本研究データは東日本大震災後
数ヶ月以内に収集したこと，また対象が有償の学習支援
サービスをすでに使用しているといった，社会経済的状
況が逼迫しておらず，社会資源を活用できているという
状況にあり，選択バイアスの可能性がある。
今後は平常時に，様々な社会経済的背景を持つ在日ブ
ラジル人児童，あるいは他国出身の児童も含めて対象と
して調査を行う必要がある。
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Introduction
The aim of this study was to describe the contents of resilience among Brazilian children in Japan for promotion their 
mental health. “Resilience” is defined as the ability and process by which the person who faces the adversity adapts 
appropriately including its relevant protective factors, and the personal psychological trait among them were focused on 
in this study.
Methods
A qualitative descriptive method was used with inductive content analysis in this study. There were about 10 children 
aged 11 to 16 years from one Brazilian community in North Kanto area in Japan. We used semi-structured individual 
interviews to collect data about participants’ daily lives, hopes for the future, and behavior when they faced difficulties 
or adversities. Additionally, the linguistic performance was included in the above as one of the factors of migrants’ 
resilience. Demographic data of the children were also collected.
Results
Participants were 10 children, 7 male and 3 female, and their median age was 13.0 （range＝11－16） years. From their 
narratives, 21 categories were extracted as contents of resilience, and 16 concepts were extracted from those categories. 
Discussion
Lack of hopes for future, preparedness for an unknown future, and selectively using multi languages are contents of 
resilience not explored in previous studies. These are specific aspects of resilience in Brazilian children as migrants in 
Japan.
